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円
、
特
別
会
計
・
水
道
会
計
を
含

め
ま
す
と
約
２
６
７
億
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般

会
計
46
億
円
、
特
別
会
計
・
水
道

会
計
を
含
め
ま
す
と
約
50
億
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
な
お
一
層
の
経
費
の
削
減
・

合
理
化
に
努
め
、
各
種
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
、
事
業
の
必
要
性
、

緊
急
性
、
事
業
効
果
な
ど
を
十
分

に
検
討
し
、
第
１
次
総
合
計
画
に

基
づ
い
た
予
算
配
分
を
行
い
ま
し

た
。

◆
計
画
的
・
効
率
的
な
自
治
体

運
営
の
推
進

　

多
様
化
す
る
社
会
環
境
に
対
応

で
き
る
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行

い
、
効
率
的
な
行
政
運
営
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

財
源
確
保
対
策
の
推
進
と
し

て
、
納
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

不
良
債
権
に
対
し
、
差
押
え
や
公

売
を
実
施
し
、
収
納
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
基
づ
き
、
施
設
の
使
用
料

の
見
直
し
を
行
い
、
料
金
の
適
正

化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
単
独
の
補
助
金
の
適

正
性
を
図
る
た
め
、
補
助
金
検
討

委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

生
活
習
慣
病
・
感
染
症
な
ど
の

疾
病
予
防
や
こ
こ
ろ
の
健
康
保
持

に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
に
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が

「
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
自
ら
参
加
す
る
健

康
づ
く
り
事
業
を
推
進
い
た
し
ま

す
。

◆
子
育
て
支
援
お
よ
び
少
子
化

対
策

　

急
速
な
少
子
化
へ
の
対
策
の
取

り
組
み
と
、
子
ど
も
た
ち
が
、
健

や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
、
家
庭
や
学
校
お
よ
び

民
間
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
児
童
の
健

全
育
成
と
子
育
て
支
援
を
行
う
た

め
に
、
「
放
課
後
児
童
対
策
事
業
」

や
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
策
定
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
支
援
す
る
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
」
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
医
療
費
助

成
制
度
の
継
続
や
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
子
弟
へ
の
入
学
時
祝
金
の

給
付
、
新
入
学
時
児
童
へ
の
ラ
ン

ド
セ
ル
支
給
、
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
な
ど
、
子
育
て
に
伴
う
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
推
進

　

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
総

合
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
構

築
す
る
た
め
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
と
し
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
「
高
齢
者
見
守
り

隊
」
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

高
齢
者
が
安
心
し
た
生
活
を
送

り
、
互
い
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
を
増
や

す
た
め
に
、
介
護
予
防
事
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
を
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
就
労
機

会
の
確
保
と
高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど

の
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
地
域
医
療
制
度
の
充
実

　

救
急
医
療
体
制
や
医
師
不
足
と

い
っ
た
、
市
民
の
皆
様
の
不
安
に

応
え
る
た
め
、
地
域
医
療
の
充
実

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
急
速
な
高
齢
化
や
疾
病

構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
り
年
々
医

療
費
が
増
加
し
、
国
民
健
康
保
険

制
度
や
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は

厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
保
健
や
福
祉
と
連
携

し
な
が
ら
健
康
増
進
・
健
康
づ
く

り
の
保
健
事
業
を
積
極
的
に
進

め
、
医
療
費
の
軽
減
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
充
実

　

「
生
き
る
力
」
を
育
む
と
い
う

学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
実
現
す

る
た
め
、
「
確
か
な
学
力
・
豊
か

な
心
・
健
や
か
な
体
」
の
調
和
の

と
れ
た
子
ど
も
に
成
長
す
る
よ
う

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
内
容
の
充
実
に
つ
き
ま
し

の
財
政
負
担
に
留
意
し
、
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
区
よ
り
要
望
の
多
い
事
項

や
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
ま
し

て
、
「
道
路
新
設
改
良
事
業
費
」

「
道
路
維
持
事
業
費
」
を
増
額
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
し
、
防
災
対
策
と
し
ま
し
て
、

老
朽
施
設
の
耐
震
診
断
を
進
め
る

と
と
も
に
、
「
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
」
「
道
路
付
属

物
」
「
た
め
池
」
な
ど
の
修
繕
調

査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
予
算
に
関
連
し
て
、
地
方

財
政
計
画
が
細
部
に
わ
た
り
確
定

を
見
る
に
至
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん

が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
の
予
算
編
成
と
な
り

ま
し
た
が
、
地
域
主
権
の
も
と
で

の
、
国
・
県
補
助
金
を
有
効
に
活

用
し
、
予
算
を
組
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
、

財
政
分
析
指
標
に
お
い
て
は
、
実

質
公
債
費
比
率
11
．
２
％
、
将
来

負
担
比
率
１
０
２
．
９
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
前
年
度
と
比
較
し

ま
す
と
、
各
指
標
と
も
改
善
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
財
政
の
健

全
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
債
残
高
は
、
平
成

24
年
度
末
で
、
一
般
会
計
１
５
６
億

　

現
在
、
わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、

着
実
に
上
向
い
て
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
多
く
は
、

ま
だ
景
気
の
回
復
を
実
感
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
は
、
近
年
の
経
済
情

勢
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に

よ
り
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や
生
活

保
護
費
・
医
療
給
付
費
を
は
じ
め

社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
が
続

き
、
依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源
不

足
が
生
じ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
中
「
桜
川

市
再
生
の
た
め
に
」「
子
供
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
」
を
政
策
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
優
良
企
業
の
誘
致
・

教
育
環
境
の
整
備
・
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
公
約
の
実
現
に
向
け
た
市
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

桜
川
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入

面
で
は
、
経
済
情
勢
や
税
制
改
正

に
よ
り
、
個
人
市
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
・
地
方
消
費

税
交
付
金
に
増
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
25
年
度
と
同
額
で
計
上

し
ま
し
た
が
、
今
後
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
、
「
産
業

立
地
推
進
課
」
を
新
設
し
、
優
良

企
業
の
誘
致
を
す
す
め
、
財
源
確

保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
合
併
特

例
債
事
業
で
あ
り
ま
す
「
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事

業
」
や
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
岩

瀬
お
よ
び
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
事
業

を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ほ
か
の
諸
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
年
次
計
画
に
沿
っ
て
、
鋭
意

進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
社
会
保

障
費
の
増
加
と
併
せ
、
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
お
よ
び
一
部
事
務
組

合
の
負
担
金
な
ど
に
よ
り
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
経
常

経
費
の
枠
配
分
方
式
、
事
務
事
業

の
優
先
度
評
価
を
行
い
ま
し
た

が
、
な
お
一
層
の
行
政
経
費
の
節

減
合
理
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
来

子育て支援のため、「放課後児童対策事業」として、

市内全学校区で開設している学童保育クラブ。家庭と

同じような環境で、放課後の時間を安全に過ごすこと

ができます。

　平成 26年３月４日～ 17日の会期で開催された、第１回桜川市議会定例会で、本年度の

市政運営に向けて、大塚市長が施政方針を述べました。

　今月号で、その概要をお知らせします。　

　なお、本年度予算の概要については、来月号に掲載します。

平成26年度

予
算
編
成

市
民
と
行
政
に
よ
る
豊
か

な
地
域
の
自
治
づ
く
り

安
心
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

健
康
福
祉
社
会
づ
く
り

豊
か
な
心
と
生
き
が
い
を
育

む
教
育
・
文
化
環
境
づ
く
り

施政方針
桜川市長　大

おおつか

塚　秀
ひでき

喜

磯部桜川公園周辺のサクラ。国から

天然記念物に指定されています。
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な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
住
環
境
の
整
備
と
景
観
の
形
成

　

民
間
活
力
に
よ
る
優
良
住
宅
の

整
備
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市

営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
防
水
工
事

な
ど
を
年
次
計
画
に
基
づ
き
実
施

し
、
長
寿
命
化
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
道
路
整
備
と
公
共
交
通
の
充
実

　

１
級
市
道
の
整
備
を
、
国
・
県

の
補
助
な
ど
を
活
用
し
、
年
次
計

画
に
沿
っ
て
順
次
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
が
多

い
集
落
道
や
排
水
整
備
に
つ
い
て

も
、
緊
急
性
と
必
要
性
を
精
査

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
計
画
的
に

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
道
・
県
道
な
ど
の
主
要
道
路

の
整
備
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
や
県
に
強
く
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の
、

よ
り
一
層
の
利
便
性
を
図
り
、
利

用
促
進
に
努
め
、
交
通
弱
者
の

方
々
の
足
と
な
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
下
水
道
の
整
備

　

年
次
計
画
に
よ
り
、
供
用
開
始

区
域
を
広
げ
、
普
及
活
動
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
認
可
区
域
外
と
農

業
集
落
排
水
事
業
区
域
外
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
設
置
型
合
併
浄
化

槽
の
普
及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
上
水
道
の
整
備

　

安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安
定

供
給
を
図
る
た
め
、
老
朽
管
・
石

綿
管
な
ど
の
更
新
を
図
り
な
が

ら
、
普
及
率
の
向
上
、
さ
ら
に
公

営
企
業
と
し
て
の
経
営
の
健
全
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
自
然
環
境
の
保
全

　

農
地
・
水
・
環
境
の
良
好
な

保
全
と
質
的
向
上
を
図
り
、
地

域
の
共
同
取
り
組
み
を
支
援
す

る
「
農
地
・
水
保
全
共
同
活
動

支
援
、
向
上
活
動
支
援
事
業
」
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
廃
棄
物
の
抑
制
と
適
切
な
処
理

　

市
民
の
皆
様
や
事
業
所
な
ど
の

環
境
保
全
に
対
す
る
理
解
と
協
力

の
も
と
、
適
正
な
廃
棄
物
処
理
・

資
源
ご
み
の
再
利
用
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
生
活
環
境
の
保
全

　

学
校
や
家
庭
で
の
環
境
教
育
や

啓
発
活
動
に
よ
り
、
環
境
意
識
の

向
上
を
図
り
、
環
境
の
負
荷
軽
減

の
取
り
組
み
を
促
進
い
た
し
ま

す
。

　

不
法
投
棄
や
水
質
・
騒
音
の
監

視
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
悪

臭
や
野
焼
き
、
犬
の
フ
ン
害
な
ど

の
公
害
苦
情
に
対
す
る
指
導
強
化

や
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
意
識
啓
発

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
農
業
の
振
興

　

大
消
費
地
に
近
接
す
る
立
地
条

件
を
活
か
し
、
安
全
・
安
心
で
良

質
な
農
作
物
の
安
定
供
給
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
優
良
農
地
の
確
保
・
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
・
経
営
感
覚

に
優
れ
た
農
業
者
の
育
成
を
推
進

し
、
地
産
地
消
の
拡
大
に
努
め
る

と
と
も
に
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
、
観
光
産
業
と
連
動
し

た
魅
力
あ
る
農
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
商
工
業
の
振
興

　

民
間
活
力
に
よ
る
商
業
機
能
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
産
業
で
あ
る
石
材

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
産
業
と
し
て
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
で
、
市
内
外
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
る
と
と
も
に
、
本
地
域
が
長

年
積
み
重
ね
た
石
材
加
工
の
技
術

力
を
活
か
し
、
新
分
野
へ
の
進

出
、
販
路
拡
大
を
推
進
し
、
さ
ら

に
伝
統
工
芸
品
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
広
め
、
協
働
し
て
活
性
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
観
光
の
振
興

　

「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
「
雨
引
観

音
」
や
「
真
壁
の
ま
ち
並
み
」
な

ど
歴
史
・
文
化
そ
し
て
豊
か
な
自

然
環
境
な
ど
地
域
資
源
を
活
用

し
、
観
光
の
ま
ち
さ
く
ら
が
わ
を

創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
真
壁
の
ま
ち
並
み
」
が
、
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
ひ
な

ま
つ
り
期
間
の
み
な
ら
ず
来
訪
者

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
更
な
る

イ
ベ
ン
ト
や
観
光
宣
伝
の
強
化
を

図
り
、
各
方
面
か
ら
観
光
客
が
訪

れ
や
す
い
誘
導
策
を
講
じ
る
方
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
企
業
誘
致
お
よ
び
新
産
業
の

育
成

　

長
方
地
区
の
工
業
専
用
地
域
が

準
工
業
地
域
に
用
途
変
更
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
製
造
業
の
み
な
ら

ず
商
業
施
設
の
立
地
が
し
や
す
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
桜
川
筑
西
Ｉ

Ｃ
周
辺
地
区
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
総
合
的
な
企
業
誘
致
に
向
け

た
環
境
整
備
を
実
施
し
、
企
業
が

進
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

て
は
、
国
際
化
・
情
報
化
時
代
に

対
応
す
る
力
を
つ
け
る
英
語
・
情

報
教
育
の
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
外
国
語
指
導
助
手
・
教
育
補

助
員
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
心
の
悩

み
や
不
安
を
相
談
で
き
る
「
適
応

指
導
教
室
」
の
更
な
る
充
実
を
図

り
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
問
題

の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
国
小
学
校 

耐
震
補
強

設
計
・
真
壁
小
学
校 

耐
力
度
調

査
・
谷
貝
小
学
校 

屋
外
ト
イ
レ

新
築
工
事
・
桜
川
中
学
校 

ト
ッ

プ
ラ
イ
ト
改
修
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
活
動

の
推
進

　

真
壁
伝
承
館
、
岩
瀬
・
大
和
中

央
公
民
館
が
生
涯
学
習
の
拠
点
と

な
る
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
様
の
学
習
・
文
化

活
動
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
が
主
体

と
な
っ
て
行
う
芸
術
文
化
活
動
の

成
果
発
表
な
ど
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
で
明

る
い
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
文
化
財
の
保
存
・
活
用

　

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ま
し

た
、
「
真
壁
の
ま
ち
並
み
」
の
歴

史
的
建
造
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
国
・
県
の
支
援
を
受

け
、
復
旧
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
防
災
・
消
防
対
策
の
充
実

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
防
災
意
識
の
高
揚
や

災
害
時
に
お
け
る
行
動
力
の
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
、
真
壁
・
大
和
地
区
の
屋
外
拡

声
子
局
の
設
置
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定

な
ど
を
踏
ま
え
、
災
害
用
備
蓄
品

を
計
画
的
に
準
備
し
、
災
害
発
生

時
の
初
動
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
防
防
災
体
制
の
充

実
を
図
る
た
め
、
消
防
団
お
よ
び

自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
、

市
民
の
皆
様
と
連
携
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
防
犯
お
よ
び
消
費
生
活
対
策

の
推
進

　

自
主
的
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
や
防
犯
カ
メ
ラ
、
防
犯
灯
の
設

置
、
防
犯
灯
管
理
に
対
す
る
助
成

を
行
う
と
と
も
に
、
防
犯
組
織
の

結
成
を
促
進
し
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
空
き
家
対
策
と
い
た
し

ま
し
て
、
市
内
の
現
況
調
査
を
行

い
、
空
き
家
台
帳
の
作
成
と
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
を
目

指
し
て
、
消
費
者
被
害
未
然
防
止

活
動
の
推
進
お
よ
び
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
被
害
防
止
に
繋
が
る
相
談

体
制
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
・

協
力
し
、
市
民
の
皆
様
の
交
通
安

全
意
識
と
交
通
マ
ナ
ー
の
高
揚
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
通
学
路
の
安
全
対
策
お

よ
び
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
啓

発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　

北
関
東
自
動
車
道
の
桜
川
筑
西

Ｉ
Ｃ
付
近
を
、
民
間
活
力
に
よ
る

開
発
を
引
き
続
き
促
進
し
、
交
通
・

流
通
・
産
業
の
拠
点
と
な
る
よ
う

結
び
に

　

本
年
度
の
予
算
編
成
も
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
大
変
厳
し
い
状
況

で
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

桜
川
市
経
営
方
針
に
あ
り
ま

す
、
本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
徹
底

し
た
歳
出
削
減
、
安
定
し
た
財
源

の
確
保
を
図
る
た
め
、
抜
本
的
な

行
財
政
改
革
に
取
り
込
む
」
の

下
、
地
域
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
た

め
に
も
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
早
期
に
、
徹
底
し
た
無
駄
の

削
減
、
新
た
な
財
源
の
確
保
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

職
員
と
も
ど
も
、
桜
川
市
発
展

の
た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地場産業である石材業。

４月 11 日～ 13 日は、石材加工品を PRする「大
まほろば

和

の石まつり」が開催され、市役所大和庁舎前駐車場を

会場に、石燈
とうろう

籠、オブジェ、墓石などが並べられます。

平成 23年３月の東日本大震災を教訓に、市職員の防

災訓練を行っています。震度６弱の直下型地震を想定

し、市職員が地震災害に際し何をすべきかを確認しま

す。

快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活

環
境
づ
く
り

魅
力
と
活
力
の
あ
る
産
業

社
会
づ
く
り

45
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２
月
18
日
、
株
式
会
社
大
和
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
製
作

所
（
小こ

林
ば
や
し

武た
け

司し

工
場
長
）
と
桜
川
市
が
「
災
害

時
に
お
け
る
井
戸
水
の
供
給
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
で
生
活
用
水
が
不

足
し
た
際
に
、
同
社
が
保
有
す
る
非
常
用
電
源
装

置
を
備
え
た
給
水
施
設
や
貯
水
タ
ン
ク
な
ど
か

ら
、
市
民
生
活
の
安
定
の
た
め
、
井
戸
水
を
市
へ

供
給
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
同
社
が
主
催
し
て
い
る
地
域
の
方
々

と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
災
害
時
の
相
互
協
力
に

つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
同
社
の
地
域
に
お
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
会
場
で
、
真

壁
石
工
技
能
士
会
（
岩い

わ

渕ぶ
ち

久ひ
さ

之ゆ
き

会
長
）
が
伝
統
的

な
「
道
具
焼
き
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

昔
の
石
工
職
人
は
、
毎
朝
暗
い
う
ち
に
起
き
て
、

鉄
の
硬
度
を
高
め
る
た
め
に
、「
鑿の

み

」
や
「
槌つ

ち

」
な

ど
の
道
具
に
焼
き
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
、
超
硬
合
金
製
の
道
具
に
替
わ
り
、
道
具
焼

き
を
目
に
す
る
機
会
が
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
10
時
か
ら
、
鑿
や
槌
を
火
の
入
っ
た

コ
ー
ク
ス
に
入
れ
た
後
、
「
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き
、

水
で
冷
ま
す
」
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
て
焼
き

入
れ
を
行
い
、
来
場
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
聞
か

れ
、
道
具
焼
き
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
、
県
市
町
村
会
館
で
、「
茨
城
県
市
長

会
民
間
自
治
功
労
者
」
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
真
壁
町

山
尾
地
区
の
稲
葉
晃
一
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
葉
さ
ん
は
、
平
成
９
年
に
西
地
区
保
護
司
に
任

命
さ
れ
、
平
成
25
年
７
月
に
定
年
退
任
ま
で
の
16
年

間
に
わ
た
り
、
罪
を
犯
し
た
人
の
生
活
相
談
や
社
会

復
帰
へ
の
更
生
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

町
村
合
併
後
は
、
西
地
区
保
護
司
会
副
会
長
や

桜
川
分
区
長
に
就
き
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
生
か

し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
氏
は
、「
水
戸
保
護
観
察
所
や
家
族
の
支
え
で

受
賞
で
き
た
も
の
で
、
今
後
も
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
24
日
、
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
笠
間

市
・
桜
川
市
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会

の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
福
祉
関
係
者
な
ど
総
勢

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
他
指
導
士
会
と
教
室
参
観
や

指
導
士
会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、

指
導
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
更
に
、

笠
間
市
同
指
導
士
会
か
ら
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
体
を

動
か
す
実
技
も
研
修
さ
れ
た
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会
西に

し

村む
ら

勝か
つ

征ゆ
き

会
長
は
、「
今
後
も
様
々
な
場
で
情
報
交
換

し
両
指
導
士
会
の
活
動
が
益
々
活
発
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
第
３
回
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教

室
全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、

当
時
桜
川
中
３
年
の
桜
井
亜
実
さ
ん
が
、
警
察
庁

長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
被
害
者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
街
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
、
犯
罪
被
害
者
の
公
演
を
聞

い
た
中
・
高
生
が
感
想
文
を
作
成
す
る
も
の
で
、

中
学
生
の
部
に
は
、
全
国
か
ら
約
２
万
人
が
応
募
。

桜
井
さ
ん
は
、
そ
の
中
で
２
番
目
に
あ
た
る
同
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

桜
井
さ
ん
は
、「
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
生
活
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
・
21
日
、
南
飯
田
小
学
校
で
「
子
ど

も
の
森
づ
く
り
記
念
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
校
内

の
樹
木
の
意
義
に
気
付
か
せ
、
大
切
に
育
て
る
意

識
を
も
た
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
茨
城
県
緑
化
推

進
機
構
理
事
長
に
よ
る
緑
の
講
話
や
桜
の
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
植
樹
で
は
、
老
木
化
で
減
っ
て
き

て
い
る
校
内
の
桜
が
絶
え
な
い
よ
う
に
と
、
全
校

児
童
１
６
０
人
が
参
加
し
、
小
型
シ
ャ
ベ
ル
で
土

を
か
け
る
な
ど
し
て
、
13
本
の
桜
の
木
を
植
え
ま

し
た
。

　

同
校
で
は
、
緑
の
少
年
団
を
結
成
し
て
、
緑
化

や
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
１
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館
で
、
各

市
町
村
代
表
校
に
よ
る
「
い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検

定
」
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
大
会
を
優
勝
し

た
岩
瀬
西
中
学
校
が
代
表
校
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
県
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、

郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

茨
城
県
が
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

結
果
は
、
予
選
５
問
を
全
問
正
解
し
、
臨
ん
だ

延
長
戦
の
早
押
し
サ
ド
ン
デ
ス
方
式
で
、
惜
し
く

も
敗
退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
日
々

勉
強
し
、
今
大
会
に
挑
戦
し
た
姿
勢
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
、
真
壁
ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
ン
ド
（
真
壁

町
羽
鳥
地
内
）
に
お
い
て
、
関
東
モ
ー
タ
ー
サ
イ

ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
主
催
す
る
オ
ー
ト
バ
イ
の

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権
シ
リ
ー
ズ
が
開
幕

し
、
１
４
３
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
ー
ス
は
、
１
周
約
２
㌔
の
岩
場
や
林
の

中
な
ど
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
10
か
所
の
セ
ク

シ
ョ
ン
を
限
ら
れ
た
時
間
で
周
回
し
、
減
点
を
競

う
競
技
で
す
。
全
セ
ク
シ
ョ
ン
終
了
時
点
で
、
減

点
合
計
が
一
番
少
な
い
選
手
が
勝
者
と
な
り
ま
す
。

　

選
手
達
の
究
極
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と
神
業
と

も
い
え
る
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
２
，

６
０
０
人
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

（
株
）大
和
Ｌリ

ク

シ

ル

Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
と

災
害
時
の
井
戸
水
供
給
協
定
を
締
結

真
壁
石
工
技
能
士
会
が
匠
の
技
を
披

露
す
る
伝
統
の
道
具
焼
き

稲い

な

葉ば

晃こ

う

一い
ち

さ
ん
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
し
民
間
自
治
功
労
者
表
彰

笠
間
市
・
桜
川
市
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
指
導
士
会
が
交
流

桜さ
く
ら

井い

亜あ

実み

さ
ん

作
文
で
警
察
庁
長
官
賞
受
賞

南
飯
田
小  

子
ど
も
の
森
づ
く
り
推
進

事
業
で
、
校
庭
に
13
本
の
桜
を
植
樹

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定

岩
瀬
西
中
が
出
場

真
壁
ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
ン
ド
で
全
日
本
ト

ラ
イ
ア
ル
選
手
権
シ
リ
ー
ズ
が
開
幕

災
害
時
の
井
戸
水
供
給
協
定
を
締
結
し
た（
株
）

大
和
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
製
作
所
の
小
林
武
司
工
場
長

（
写
真
右
）と
大
塚
市
長（
写
真
左
）

真
っ
赤
に
焼
け
た
鉄
を
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き
、

水
の
中
に
入
れ
て
は
冷
ま
す
作
業
を
す
る
真
壁

石
工
技
能
士
会
の
皆
さ
ん

保
護
司
並
び
に
区
長
会
・
学
校
教
育
に
尽
力
し

「
茨
城
県
市
長
会
民
間
自
治
功
労
者
」で
、
表
彰

を
受
け
た
稲
葉
晃
一
さ
ん

初
め
て
の
交
流
と
な
っ
た
笠
間
市
・
桜
川
市
の

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会
の
皆
さ
ん

大
塚
市
長（
写
真
右
）に
警
察
庁
長
官
賞
受
賞

を
報
告
し
た
桜
井
亜
実
さ
ん（
写
真
左
）

桜
を
植
え
る
南
飯
田
小
の
児
童
た
ち

相
談
し
な
が
ら
解
答
す
る
岩
瀬
西
中
学
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん

卓
越
し
た
技
術
で
岩
場
を
駆
け
上
が
る
選
手

達
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４月納期の
税・保険料

　税・保険料は納期内に納
めるようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度
をご利用ください。

国民健康保険税　  随時
後期高齢者医療保険料 随時
固定資産税　全期・1期
介護保険料　1期（暫定）・随時
納期限／４月３０日（水）

http://www.yanagida-dc.com
桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296-76-3700

■診療時間／午前9：00～12：30
　　　　　　午後2：30～  7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
　　　歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料19,800円～）

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 1歯20万円～）

床　矯　正
（自由診療 9万円～）

動物取扱番号：茨城県第1593号　取扱業種：保管　登録年月日：H25．7．10
登録有効期限：H30．7．9　動物取扱責任者：藤沼　夏美

T　E　L　070-5573-8735

定 休 日　火曜日
営業時間　10：00～18：30

犬の美容室

〒300-4505　茨城県筑西市田宿506-8（旧明野町）

さくらがわ　2014.4.1

さくらがわ　2014.4.1

水
道
課
・
下
水
道
課

■
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
（
公

共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
施

設
・
市
設
置
型
浄
化
槽
）

・�

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
の

桜川市の放射線量
測定日
（天気）

測定時間

９時 12時 15時

3/3（晴） 0.056 0.055 0.056

3/10（晴） 0.055 0.056 0.055

3/17（晴） 0.055 0.057 0.056

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場�

地
上
１
m（
毎
週
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に

害
の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が

放
射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表

す
単
位

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58
-

５
１
１
１
・
75
-
３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長と語り合って
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお問
い合わせください。
■日時／４月 21日（月）
   ９時～12時・13時～ 16時
■�場所／市役所 真壁庁舎
■�問合先／秘書広報課（☎58-

5111・75-3111 代表）
※  次回／５月26日（月）は、市

役所大和庁舎で、「市民の日」
を開催します。

市長と語ろう!
「市民の日」

使
用
開
始
分
か
ら
消
費
税
率
は

８
％
を
適
用
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日

前
か
ら
継
続
し
て
ご
使
用
の
お
客

様
に
は
、
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
１
日
前
か
ら
継
続

し
て
ご
使
用
の
お
客
様

・�

５
月
定
期
検
針
分（
６
月
お
支
払

使
用
料
）ま
で
消
費
税
率
５
％
を

適
用

■
水
道
加
入
金

・�

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
の
給

水
装
置
の
新
設
お
よ
び
増
径
工

事
の
申
込
受
付
分
か
ら
、
消
費

税
率
は
８
％
を
適
用
し
ま
す
。

※
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
等

お
よ
び
水
道
加
入
金
の
税
抜
金
額

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
水
道
課（
☎
０
２
９
６-

55-

３
１
１
２
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）、
下
水
道
課

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
７
３
）

●
　

●
　

●
　

●
　

●

学
校
教
育
課

　

桜
川
市
立
小
中
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
を
も
つ
世
帯
で
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し

て
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の

一
部
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
認
定
に
は
、
所
得
・
扶
養
状

況
な
ど
の
確
認
・
地
区
民
生
委
員

の
意
見
な
ど
に
よ
り
、
一
定
の
審

査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
子
様
が

通
学
す
る
学
校
に
相
談
し
、
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
学
校
教
育
課
学
校

教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
９
６

-

55-

１

１

９

８

直

通
、
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　

●
　

●
　

●
　

●

復
興
庁
茨
城
事
務
所

　

国
で
は
、
消
費
税
の
増
税
に
対

応
し
て
、
４
月
１
日
か
ら
「
住
ま

い
の
復
興
給
付
金
」
制
度
の
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
方
が
、
被
災
住
宅
の
補
修
、
ま

た
は
被
災
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の

建
設
・
購
入
を
行
っ
た
場
合
に
、

消
費
税
の
増
税
分
相
当
額
を
給
付

金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国

へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

被
災
住
宅
の
補
修
な
ど
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
は
、
工
事
の
前

に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
／
９
時
～
17
時

■
問
合
せ
・
相
談
先
／
住
ま
い
の

復
興
給
付
金
事
務
局
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０-

２
０
０-

２
４
６
）

秘
書
広
報
課

■
活
動
内
容
／
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
や
要
望
の
提
出
、
市
政
に
つ

い
て
意
見
交
換
す
る
モ
ニ
タ
ー
会

議
（
年
２
回
程
度
）
へ
の
出
席

■
任
期
／
委
嘱
の
日
（
平
成
26
年

６
月
予
定
）～
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
の
約
１
年
間

■
募
集
人
数
（
公
募
）
／
５
人

■
申
込
要
件

・
市
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
方

・�

公
務
員
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
議
会
議
員
で
な
い
方

・�

過
去
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

が
な
い
方

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
、
電
話
ま

た
は
FAX
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
）

■
申
込
期
限
／
４
月
25
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
秘
書
広

報
課
（
〒
３
０
９-

１
２
９
３

桜
川
市
羽
田
１
０
２
３�

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
６
８
・
FAX
０
２
９
６

-

58-

５
０
８
２)

●
　

●
　

●
　

●
　

●

学
校
教
育
課

■
業
務
内
容

・�

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰

に
向
け
た
支
援
・
援
助

・
保
護
者
の
教
育
相
談

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
☎
０
２
９
６-

58-

６
１
１
２
）

■
開
設
日
時
／
毎
週
月
～
金
曜
日

（
９
時
～
15
時
）（
祝
日
は
休
室
。

長
期
休
業
中
は
相
談
業
務
の
み
）

■
場
所
／
大
和
体
力
増
進
セ
ン

タ
ー
（
羽
田
１
０
２
８
番
地
１
）

■
通
室
方
法
／
小
中
学
校
を
通
し

て
、
入
室
相
談
の
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
学
校
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■

問

合

先

／

学

校

教

育

課

教

育

指

導

室
（

☎

０

２

９

６

-

55-

１

１

９

８

直

通
、
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　

●
　

●
　

●
　

●

友
情
列
車
ひ
ま
わ
り
号

茨
城
県
西
実
行
委
員
会

■
日
時
／
５
月
24
日
（
土
）

※
時
間
は
後
日
各
自
に
連
絡

■
場
所
／
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し

ま■
募
集
人
数
／
障
が
い
者�

１
０
０

名
、
同
伴
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

１
０
０
名

■
申
込
期
間
／
４
月
10
日
（
木
）
～

30
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市

社
会
福
祉
課（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
２
６
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）ま
た
は
、
同
実

行
委
員
会　

木き

だ田
郁い

く
お夫（
☎
０
２
９
６

-

28-

０
４
７
３
）

国
保
年
金
課

　

平
成
26
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
の
納
付
は
、
原
則
口
座
振
替

と
な
り
ま
し
た
。
特
別
徴
収（
年

金
天
引
き
）
対
象
者
以
外
で
口
座

振
替
の
登
録
を
し
て
い
な
い
方

は
、
市
内
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便

局
の
窓
口
で
、
預
金
通
帳
、
通
帳

の
届
出
印
を
持
参
の
上
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
か
ら
約
２
か
月
後
に
口

座
振
替
が
開
始
し
ま
す
。
な
お
、

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
の
口
座

振
替
日
は
７
月
31
日
（
木
）
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

は
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
２
５
直

通
、

☎
58-

５

１

１

１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は

口
座
振
替
で

「
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

お
よ
び
水
道
加
入
金
」
の
消

費
税
率
が
４
月
１
日
か
ら
変

わ
り
ま
す

小
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

地
域
と
市
政
の
橋
渡
し
と
な
る〝
市

政
モ
ニ
タ
ー
〟を
募
集
し
て
ま
す

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら

の
広
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

友
情
列
車
ひ
ま
わ
り
号�

参
加

者
募
集

税

お
知
ら
せ

「
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
」

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

募
　
集

介護のご相談は 

居宅介護支援事業所 

☎0296-20-6071 ☎0296-58-5058 

さくらがわ

入所・短期入所・ 
通所リハビリテーション 

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

介護老人保健施設 

☎0296-20-6071 
URL:http://www.douaikai.or.jp

さくらがわ 延島クリニック
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健康ガイド
《問合先》  健康推進課
　　　　  ☎0 2 9 6 -75 - 315 9（直通）
　　　　  ☎58-5111・75-3111（代表）

月分5

さくらがわ　2014.4.1

さくらがわ　2014.4.1

 

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
年
５
月
生

・
日
程
／
５
月
26
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
年
２
月
・
３
月
生

・
日
程
／
５
月
９
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ

■
３
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
23
年
２
月
・
３
月
生

・
日
程
／
５
月
22
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、

目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

 

真
壁
地
区
の
方

■
育
児
相
談

・ 

対
象
／
Ｈ
25
年
10
月
・
11

月
・

12
月
生

・
日
程
／
５
月
１
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

 

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
24
年
１
月
・
２
月
・

３
月
生

・
日
程
／
５
月
14
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ

■
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス（
要
予
約
）

・
対
象
／
初
妊
婦
と
夫

・
日
程
／
５
月
７
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
９
時
45
分
～
15
時

・
持
参
／
母
子
健
康
手
帳

■
総
合
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・ 

日
程
／
５
月
14
日
・
28
日
い
ず

れ
も
水
曜
日

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

 

大
和
地
区
の
30
歳
以
上
の
方

・ 

日
程
／
５
月
16
日
（
金
）
～
17
日

（
土
）

・ 

会
場
／
大
和
体
力
増
進
セ
ン
タ
ー

 

岩
瀬
地
区
の
30
歳
以
上
の
方

・ 

日
程
／
５
月
18
日
（
日
）
～
19
日

（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

共
通
事
項

・
受
付
時
間
／
７
時
～
９
時

・ 

内
容
／
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
前
立
腺
が

ん
検
診
、
若
年
者
健
診
な
ど

※
検
査
項
目
に
よ
り
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
５
月
15
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・�

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

５
月
３
日
（
土
）

・ 

医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

 

５
月
４
日
（
日
）

・ 

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形

外
科
医
院

・ 

住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１
・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

９
９
５
５

 
５
月
５
日
（
月
）

・ 

医
療
機
関
名
／
大
和
ク
リ
ニ
ッ

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

精
神
保
健

健
康
相
談

成
人
健
康
審
査

母
と
子
の
健
康
づ
く
り

茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金 9：00～12：00、13：00～17：30）

相続セミナー&相談会開催のお知らせ
日　時：４月26日（土）

場　所：結城市民文化センターアクロス

相続セミナー10：00～12：00(開場9：30)
相談会　　　13：30～16：30

予約制となります。どなたも無料でご参加・ご相談いただけます。

無料法律相談会開催のお知らせ
日　時：４月27日（日）　９：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。 どなたも無料でご相談いただけます。

萩原総合 検索

４／７（月）・２０（日）１０：００
４／７（月）・２０（日）１１：００
４／１２（土）１３：００、１９（土）１４：００、２０（日）１３：００、２６（土）１５：００　
４／１９（土）１５：００、２０（日）１４：００、２６（土）１３：００
４／１２（土）１５：００、１９（土）１３：００、２０（日）１５：００、２６（土）１４：００

おとのおもちゃばこ
赤りんごコース
おんがくなかよし
幼児科
ＪＳ基礎コース

コンドー楽器

音楽教室　無料体験レッスン開催中音楽教室　無料体験レッスン開催中

ピアノ調律・管弦打楽器修理承ります

お気軽にお申し込み、お問い合わせください。お申し込みは前日の１５時までに

無料体験レッスン会場

☎０２９６－２２－４３８０（火曜定休）

《対象年齢》 （おもちゃ）Ｈ２４.４～Ｈ２５.３ ( 赤りんご )Ｈ２３.４～Ｈ２４.３ （おんがく）Ｈ２２.４～Ｈ２３.３　　 
 ( 幼児科 ) Ｈ２０.４～Ｈ２２.３ （ＪＳ基礎）小学生１年生以上

水
痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
　

一
部
助
成

の
対
象
年
齢
が
拡
大

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
任
意
の
予

防
接
種
「
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
ワ

ク
チ
ン
」
と
「
お
た
ふ
く
か
ぜ
（
流

行
性
耳
下
腺
炎
）
ワ
ク
チ
ン
」
を
市

内
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
２
月
１
日
よ

り
対
象
年
齢
を
満
１
歳
か
ら
に
拡

大
し
ま
し
た
。

■
対
象
年
齢

・
満
１
歳
～
４
歳
未
満

■
接
種
場
所

・
桜
川
市
内
の
医
療
機
関

■
助
成
金
額
（
回
数
）

・
各
２
，
０
０
０
円
（
各
１
回
）

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
、

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

　

桜
川
市
で
は
、
平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
、
高
齢
者
に
も
っ
と
も

多
い
「
肺
炎
球
菌
」
に
よ
る
肺
炎

を
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
し
ま
す
。

◆
対
象

桜
川
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
接
種

日
当
日
ま
で
に
①
、
②
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
満
65
歳
以
上
の
方

②�

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
・
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障

が
い
を
有
す
る
方（
身
体
障
害

者
手
帳
1
級
）

◆
助
成
金
額
（
回
数
）

３
，０
０
０
円
（
１
人
・
１
回
）

＊�

契
約
医
療
機
関
外
で
接
種
費

用
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

＊�

す
で
に
接
種
さ
れ
た
場
合
、
払

い
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
接
種
医
療
機
関

桜
川
市
内
の
医
療
機
関
、
筑
西
市

お
よ
び
下
妻
市
内
の
医
療
機
関

◆
受
け
方

①�

予
防
接
種
医
療
機
関
に
予
約

す
る
。

②�

医
療
機
関
に
て
、
予
診
票
を
記

入
し
接
種
を
受
け
る
。

＊�

受
診
券
の
発
行
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
対
象
者
確
認
の
た

め
、
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

③
会
計

＊�

各
医
療
機
関
で
定
め
る
高
齢

者
肺
炎
球
菌
接
種
費
用
か
ら
助

成
額
の
３
，
０
０
０
円
を
差
し

引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

＊�

生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
の
、
自
己
負
担
免
除
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他

＊�

高
齢
者
肺
炎
球
菌
は
任
意
の

予
防
接
種
で
す
。

＊�

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
１
回

接
種
す
る
と
通
常
５
年
程
度
有

効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

全
て
の
肺
炎
に
有
効
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
既
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

◆
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
、

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌 

予
防
接
種
費
用
助
成

ク
・
住
所
／
大
国
玉
２
５
１
３-

12

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

７
７
８
８

 

５
月
６
日
（
火
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

８
０
８
８

 

５
月
11
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・ 

住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１
・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

 

５
月
18
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

 

５
月
25
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・ 

住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９

-

２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
３
０
（
休
日
専
用
）

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各
庁
舎

の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
確
認
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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曜日
時間

9：30～12：30
（受付は12：00まで）

14：30～19：00
（受付は18：30まで）

月  火  水  木  金  土  日

○  ○  休  ○  ○  　  休

○  ○  休  ○  ○  休  休

▼診察時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

パワーマート岩瀬店前
☎70-4618

ナ　   オ　　　   シ　   ロ　   イ　   ハ

とびた歯科クリニック

9：00

～

12：30

とびた歯科クリニック

 休  ○  ○  休  休

診察致します。

ニック 検索

茨城県桜川市真壁町下谷貝1110-1
　（0296）54－0307　　（0296）55－3155

創業 余年の伝統と実績

総合建設業

大洋建設有限会社

さくらがわ　2014.4.1

■
協
議
状
況

　

新
中
核
病
院
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
12
月
13
日
に
筑
西

市
・
桜
川
市
の
両
市
長
で
合
意
調

印
し
、
同
月
26
日
、
国
に
お
い
て
、

地
域
医
療
再
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
期
限
の
延
長
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
合
意
時

点
で
は
、
県
西
総
合
病
院
の
再
編

統
合
後
の
形
態
が
、
診
療
所
に
す

る
か
病
院
に
す
る
か
決
定
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、
本
年

に
入
り
、
桜
川
市
議
会
の
県
西
総

合
病
院
存
続
の
決
議
を
踏
ま
え
、

桜
川
市
と
し
て
は
、
県
西
総
合
病

院
を
診
療
所
で
は
な
く
、
病
院
と

し
て
の
存
続
を
前
提
と
し
、
筑
西

市
と
の
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。

◆
両
市
の
合
意
（
変
更
後
）

　

地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ

く
、
地
域
医
療
再
生
交
付
金
の
活

用
期
限
が
迫
る
中
、
３
月
９
日
、

両
市
の
関
係
者
で
構
成
す
る
新
中

核
病
院
建
設
基
本
的
事
項
調
整
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
基
本
的
事

項
の
変
更
案
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
合
意
し
ま
し
た
。

《
変
更
後
の
合
意
内
容
》

　

筑
西
市
と
桜
川
市
は
、
平
成
25

年
12
月
13
日
に
合
意
し
た
新
中
核

病
院
建
設
基
本
的
事
項
に
係
る
、

項
目
４
以
降
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
変
更
す
る
。

１
．
再
編
統
合
の
枠
組
み

　

再
編
統
合
の
枠
組
み
は
、
筑
西

市
民
病
院
と
県
西
総
合
病
院
の
公

立
２
病
院
と
す
る
。

２
．
新
中
核
病
院
の
特
徴

　

新

中

核

病

院

の

特

徴

は
、

３
０
０
床
規
模
の
病
院
で
、
地
域

で
二
次
救
急
医
療
ま
で
を
完
結

し
、
三
次
救
急
医
療
を
目
指
す
病

院
と
す
る
。

３
．
新
中
核
病
院
の
経
営
形
態

　

新
中
核
病
院
の
経
営
形
態
は
、

公
設
に
よ
る
民
間
的
手
法
を
導
入

し
た
運
営
と
す
る
。

４
．
公
立
２
病
院
の
再
編
統
合
後

の
形
態

　

県
西
総
合
病
院
を
病
院
と
し
て

存
続
さ
せ
、
筑
西
市
民
病
院
を
無

床
の
診
療
所
と
す
る
。

５
．
新
中
核
病
院
お
よ
び
公
立
２

病
院
の
整
備
・
運
営

　

新
中
核
病
院
お
よ
び
筑
西
市
民

病
院
の
整
備
・
運
営
は
筑
西
市
が

行
い
、
県
西
総
合
病
院
の
整
備
・

運
営
は
桜
川
市
が
行
う
。

６
．
新
中
核
病
院
の
建
設
場
所

　

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
再
考

し
、
筑
西
市
が
決
定
す
る
。

■
新
中
核
病
院
計
画
の
経
緯

・�

桜
川
市
、
筑
西
市
を
含
む
、
筑

西
下
妻
保
健
医
療
圏
に
お
い

て
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な

ど
急
性
期
疾
患
へ
の
対
応
、
医

師
確
保
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど

へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。

・�

課
題
解
決
の
た
め
、
茨
城
県
地

域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
く
、

新
中
核
病
院
整
備
の
協
議
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。

※
茨
城
県
地
域
医
療
再
生
計
画
に

基
づ
く
新
中
核
病
院
の
概
要
、
経

緯
に
つ
い
て
は
、
「
広
報
さ
く
ら

が
わ
」
平
成
25
年
12
月
号
～
平
成

26
年
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
県
西
総
合
病
院
の
整
備
運
営

に
お
い
て
解
決
す
べ
き
課
題

・�

医
師
確
保
お
よ
び
医
師
の
就
業

環
境
の
改
善

・�

病
院
の
経
営
改
革
・
改
善
お
よ

び
財
政
健
全
化
、
経
営
計
画
策

定
・�

老
朽
施
設
の
整
備
改
修
お
よ
び

財
源
確
保

・�

病
院
経
営
や
医
療
に
対
す
る
住

民
周
知
お
よ
び
医
療
に
対
す
る

住
民
の
理
解
向
上　

な
ど

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
調
査

分
析
を
行
い
、
取
組
主
体
で
あ
る

県
西
総
合
病
院
を
中
心
に
桜
川

市
、
関
係
機
関
は
も
と
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
両
病
院
の
整
備
運
営

は
、
基
本
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
医
療
連
携
や
機
能
分
担
な

ど
に
つ
い
て
両
市
で
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
医
療
の
充
実
・
確

保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

※
新
中
核
病
院
は
筑
西
市
や
桜
川

市
な
ど
周
辺
地
域
の
脳
疾
患
、
心

疾
患
や
２
次
救
急
に
対
応
す
る
病

院
で
す
の
で
、
桜
川
市
民
も
受
診

で
き
ま
す
。
県
西
総
合
病
院
も
桜

川
市
を
は
じ
め
、
周
辺
地
域
の
住

民
の
身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
受

診
で
き
る
よ
う
、
経
営
健
全
化
や

施
設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■�

問
合
先
／
企
画
課（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２
７
２
）

新
中
核
病
院 

情
報
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４/26土・５/31土

料金には、朝・昼食代、税金、パーティ費、参加費を含みます

参加費 お一人様1,500円（税込）

参加費 お一人様2,000円（税込）

参加費 お一人様1,500円（税込）

参加費 お一人様1,500円（税込）

４月29日（火） 春粧四月杯
５月  ６日（火） 皐月杯

セルフ 13,350円
セルフ 13,350円

４月 ５日（土） 筑波チャレンジカップ

　   ９日（水） 大島スポーツ・ミズノ杯

　  20日（日） 月例オープン大会

　  26日（土） 隠しホール大会

筑西市茂田 ザ・ヒロサワ・シティ TEL.0296（20）1111

４月のセルフデー

お一人様5,340円回り放題（昼食なし）

４（金）・７（月）・11（金）・18（金）・
21（月）・25（金）・28（月）

下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ・ヒロサワ・シティ TEL.0296（22）4189
下館パークゴルフ場

筑西市茂田 ザ・ヒロサワ・シティ TEL.0296（23）1220
つくば歯科衛生専門学校

就職氷河期に、

求人が20倍!歯科衛生士
体 験入学

学校見学・受験相談は、ご希望に
会わせて実施します。

さくらがわ　2014.4.1

■受付時間／平日７時30分〜11時30分・12時00分〜15時30分、第１・３・５週 土曜日　7 時30分〜11時00分
■診療開始時間／９時00分〜・13時30分〜（☎ 0296-75-3171　FAX0295-76-1201）

※印は非常勤医師です。　　平成26年４月１日改定
月 火 水 木 金 土

内科

午
前

1F
岩渕（腎臓）

※江畑（循環器）
加納（消化器）

岩渕（腎臓）
※山縣（腎臓）
※角（呼吸器）

加納（消化器）
※江畑（循環器）

※錦（透析棟・CAPD外来）
※角（呼吸器）

小久保（循環器）
※間瀬（腎臓）

※塩澤（呼吸器）
※冨所（神経）

※来栖（肝臓）
※角（呼吸器）

※小林（内分泌）

2F ※高橋（膠原病リウマチ） 小久保（循環器） ※倉島（膠原病） ※小島（栄治）（循環器・一般）
○午前は原則，予約外来となっております。予約外で来院された方は長時間お待ちいただくことがありますのでご了承ください。

午後 ※小島（寛）（血液） ※来栖（肝臓）
※石田（腎臓） ※冨所（神経） ※江畑（循環器）

○午後は予約外来のみとさせていただきます。

小児科

午前 中原
西上

中原
※金井

西村
西上

中原
西村

中原
※林

中原（成長・発達 予約）
第１・３・５週

西上（一般）第１・３・５週
西村（一般）第１・３・５週

※堀米（循環器 予約）第１週
救急のみ第２・４週

午後 中原（気管支喘息 予約）
西上（気管支喘息 予約） 予防接種（予約） 西村（腎臓 予約） 乳児検診

予防接種（予約）

夜間 夜間救急診療 予防接種（予約）
夜間救急診療 夜間救急診療

○乳児検診の受付時間は13：00〜13：30になります。
○夜間救急診療の受付時間は17：30〜19：00になります。
　診療開始は18時からになりますが，多少前後することがございますのでご了承ください。
○第２・４土曜日の救急診療を希望される場合は９：00〜９：30までに小児科外来までご連絡ください。
○休日小児救急外来は，９：30までに来院していただければ，小児科医が９：30から診察いたします。

外科
午前 古川

（予約）
島崎

（予約）
高橋

（予約）
武藤

（予約）
古川

（予約）
外来担当医 第1・3週

（一般および癌疼痛外来）
○午前は原則、予約外来となっております。予約外で来院された方はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。
○月〜金曜日 ８：00より消毒外来（予約の方のみ）となります。

脳神経外科 午前 ※田中第１・３週
（一部予約） ※伊藤

整形外科
午前 中川（予約）

※村井（予約）
中川（予約）

※筑波大医師（予約） 中川（予約） 中川（予約）
※塚西（予約） 中川（予約） スポーツ外来

第1・3週（予約）
○午前は原則，予約外来となっております。予約外で来院された方はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。
○水・金曜日は予約の方のみとさせていただきます。

泌尿器科
午前 近藤 近藤 近藤（予約のみ）

検査・処置 近藤 ※関戸

午後 近藤（予約なし）
○水曜日　午前：予約外来（検査・処置など）　午後：通常外来　15時まで

眼科
午前 国広

矢部
国広
矢部 予約検査 国広

矢部
国広
矢部

国広　矢部
第１・３週

午後 予約検査 予約検査 予約検査 予約検査 予約検査
皮膚科 午前 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤

産婦人科

午前 ※志鎌 第２・４週
（予約・子宮がん検診）

※山内
（予約）

午後 ※志鎌 第２・４週
（予約・子宮がん検診）

※山内
（予約）

○予約の方のみとさせていただきます。事前のご予約をお願いいたします。

耳鼻咽喉科
午前 ※湊谷 ※大久保
午後 ※湊谷 ※大久保

形成外科
午前

※中山
第１・３・５週

受付時間11：00まで
午後 ※中山 第２・４週

県西総合病院外来診療のご案内
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茨城県弁護士会所属
弁護士　程塚　智則

学園都市法律事務所

事故、相続、借金、家庭…
あなたの深刻な問題
お 一人で 悩 まず に
何でもご相談ください

休日無料相談会
4月12日（土）26日（土）
お電話でご予約ください

☎ 0 2 9 - 8 6 9 - 9 5 0 0

筑波メディカルセンターちかく
つくば市吾妻3-10-13つくば文化ビル3A

勉強がらくになるのは公文式!
はじめよう！

真壁中央・十里・明野ピース・スフィア教室

真壁中央：桜川市真壁町田52-4

ぜひ一度、

 教室を見に

  来て下さい
。

乳幼児教室
小学生教室
中学生教室
高校生教室

代表0296-57-2969

さくらがわ　2014.4.1

新 刊 介紹BOOK  REVIEW

大 和 中 央 公 民 館

岩 瀬 中 央 公 民 館

真壁伝承館 真壁図書館

貸
出
期
間▶

２
週
間（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間▶

２
週
間（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

貸
出
期
間▶

２
週
間（
資
料
合
計
：
１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

平
日
10
時
〜
18
時
、
土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

ねこのゴンサ
石倉　欣二　作・絵

ペンギンとざんたい
斉藤　洋　作／高畠　純　絵

０歳からのアレルギー予防がよくわかる本
 関谷　剛　著

《児童図書》
ろくべえまってろよ	 	 灰谷　健次郎	作／長　新太	絵
おじいちゃんがおばけになったわけ	 キム・フォックス	オーカソン	文／エヴァ	エリクソン	絵
ありがとうともだち	 	 内田　麟太郎	作／降矢　なな	絵
くもんの読み聞かせ	えいご　えほん	 田島　信元	監修
タンポポたいへん！	 	 シャーロット・ミドルトン	作・絵
《一般図書》
紙の月	 	 	 	 角田　光代	著
ペテロの葬列	 	 	 宮部　みゆき	著
天皇の刺客	 	 	 澤田　ふじ子	著
殺気！	 	 	 	 雫井　脩介	著
ナニワ・モンスター	 	 海堂　尊	著

《児童図書》
超人類になってしまった妹	 	 靜　眞由美	文／絵
こよみのくにの魔法つかい !		 たざわ　りいこ	文／絵
だちょうのたまごにいちゃん	 あきやま　ただし	作／絵
香月流 ! 幽雅な相談室	 	 香月　日輪	著
だるまさんと	 	 	 かがくい　ひろし	作
《一般図書》
新	検察捜査	 	 	 中嶋　博行	著
宵鳴	 	 	 	 柴村　仁	著
燃える家		 	 	 田中　慎弥	著
人間にとって成熟とは何か	 	 曽野　綾子	著
将棋連盟文庫　初段最短コース		 内藤　國雄	著

《児童図書》
明治・大正・昭和に活躍！　昔の道具大図鑑	 小泉　和子	監修	
おとなも学べる　こども礼儀作法	 尾崎　文春	著
５分後に意外な結末		1 赤い悪夢	 学研教育出版	編集
おにたのぼうし	 	 	 いわさき　ちひろ	絵／あまん　きみこ	作
このいろなあに	 	 	 せな　けいこ	作／絵
教室はまちがうところだ	 	 長谷川　知子	絵／蒔田　晋治	作
《一般図書》
ひとり暮らしスタートブック	 主婦の友社	編
お金が貯まる手帳術	 	 和泉　昭子	著
超簡単おうちレシピ	 	 飯野　のり子	著
慶次郎縁側日記　雨の底	 	 北原　亞以子	著
あい　永遠に在り	 	 	 髙田　郁	著
虹の岬の喫茶店	 	 	 森沢　明夫	著
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文
芸　

さ
く
ら
が
わ

桜川市真壁町桜井765-2

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所さくらがわ

■問合先　秘書広報課 ☎５８-５１１１・７５-３１１１、内線１２６８

■サイズ　１枠45mm×85mm、２枠45mm×172mm
■掲載料  １枠10,000円、２枠20,000円
　（月額）　※連続掲載で割引制度があります。

有料広告
募集中！

広
  報

さくらがわ　2014.4.1

【
大
和
俳
句
会
】

桜
茶
や
湯
気
円
や
か
に
祝
の
膳�

安
達　

幸
子

ク
ラ
ス
会
訛
も
跳
ん
で
花
の
宿�
岩
渕
の
ぶ
子

節
分
や
孫
に
も
ら
い
し
鬼
の
面�

田
中
は
つ
い

行
く
雲
を
な
が
め
筑
波
嶺
春
き
ざ
す�

代
田　

と
し

俳
　
句

原
木
に
ゐ
で
そ
む
な
め
こ
凍
る
夜
を
落
葉
か
づ
き
て

ひ
そ
ひ
そ
育
つ�

広
沢
日
出
子

福
寿
草
松
の
傍
え
に
黄
を
見
せ
て
春
を
告
げ
な
ん
梅

も
ポ
ツ
リ
と�

飯
田　

良
江

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

残
雪
の
ま
だ
ら
な
る
畑
に
か
す
か
ゆ
れ
春
の
陽
に
映

ゆ
麦
の
青
い
ろ�

大
関　

節
子

新
し
き
年
に
光
を
さ
さ
や
か
な
歌
つ
な
ぎ
ゆ
く
幸
を

こ
の
目
に�

安
達　

悦
子

し
も
が
れ
て
哀
れ
を
さ
そ
う
柚
子
の
実
は
収
と

穫
る
人

も
な
く
根
方
に
転ま
ろ

び
ぬ�

安
達
す
み
子

あ
た
ら
し
き
年
を
迎
へ
し
わ
が
命
新
芽
に
願
ふ
花
の

姿
を�

角
田　

玉
枝

大
雪
に
炬
燵
に
老
い
の
リ
ハ
ビ
リ
と
小
さ
き
折
鶴
指

よ
り
羽
ば
た
く�

坪
井
ゆ
き
子

畑
よ
り
掘
り
て
き
た
り
し
大
根
の
煮
付
け
の
甘
き
香

厨
に
た
だ
よ
ふ�

長
谷
川
玲
子

見
上
ぐ
れ
ば
山
の
峰
々
ほ
ん
の
り
と
紅べ
に

差
せ
る
如
彩い
ろ

ひ
初
め
見
ゆ�

石
川　

喜
代

【
一
般
投
稿
】

初
春
の
朝
日
に
匂
う
一
輪
は
薄
紅
色
の
愛え
と

し
い
梅
花

�

鈴
木　

省
一

悠
々
と
里
山
の
空
に
輪
を
ゑ
が
き
夕
陽
に
染
ま
る
鳶

の
笛
の
音�

鈴
木　

と
み

降
る
雪
に
店
舗
を
閉
ざ
す
ひ
な
の
街
ほ
ん
の
り
灯
る

土
蔵
の
雛
た
ち�

塚
本　

幸
子

天そ
ら

よ
り
の
便
り
乗
せ
く
る
花
び
ら
は
秒
速
五
セ
ン
チ

手
の
ひ
ら
の
上�

西
岡　

和
子

雛
人
形
訪
ね
歩
め
る
人
ら
み
な
若
や
ぎ
て
を
り
し
ぐ

る
る
町
に�

野
村　

幸
男

と
り
・
ぶ
た
・
う
し
二
音
で
呼
ば
る
る
あ
な
た
ら
の

命
を
食
め
る
わ
れ
ら
も
二
音�

深
谷　

快
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

両
の
掌
に
水
を
掬
ひ
る
清
し
さ
よ
術
後
二
十
日
目
の

朝
の
洗
面�

萩
原
き
し
の

梅
干
に
助
け
を
借
り
て
粥
を
食
む
女
正
月
風
邪
に
臥

し
た
り�

石
田　

守
子

白
々
と
霜
抱
く
草
の
小
さ
き
を
時
折
揺
ら
し
風
は
戯

る�

古
賀　
　

澄

所
在
な
く
外
の
面
め
ぐ
れ
ば
さ
さ
鳴
き
を
き
き
と
ど

め
た
り
正
月
二
日�

瀧
井　

幸
子

ク
レ
ー
ン
に
て
忽
ち
組
み
た
る
三
階
建
隣
家
の
工
事

始
ま
る
良
き
日�

山
田
し
げ
の

短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

ば
ら
色
の
雲
の
花
び
ら
散
り
ば
め
て
人
な
き
ご
と
き

地
平
の
夕
日�

塚
田　

沙
玲

居
心
地
の
よ
い
場
所
見
つ
け
横
た
わ
る
〈
大
福
〉
の

暮
ら
し
そ
れ
で
よ
い
の
だ�

石
浜
今
日
子

淡
雪
が
ひ
ら
ひ
ら
舞
い
散
る
街
並
み
に
足
伸
ば
す
雛

あ
ち
ら
も
こ
ち
ら
も�

大
久
保
ま
さ
子

亡
き
父
の
遺
品
の
着
物
は
袖
あ
わ
ず
遺
影
の
前
に
し

ば
し
掛
け
お
く�

高
昌

藍
の
香
の
ほ
の
か
に
匂
ふ
紺
絣
ま
と
ひ
て
泣
き
た
る

夜
な
べ
の
土
間
に�

塩
谷　

明
子
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４月１日発行
【 表　紙 】
　2月22日、重要伝統的建造物群保存地区の登録文化財
建造物（旧高久家）の修理工事現場で、土

つち

壁
かべ

の下地とな
る竹

たけ

小
こ

舞
まい

掻
か

きのワークショップが行われました。
　東日本大震災で壊れた文化財建造物を、左官職人の指
導の下、小山工業高等専門学校建築学科の学生とボラン
ティア総勢 20人が、伝統工法のえつり工事（竹を所定の
長さに切って藁

わら

縄
なわ

で竹を掻く作業など）を実施しました。

おっきくなぁれ !

パ
パ
か
ら
ひ
と
こ
と

　

泰
斗
、
惇
貴
、
君
達
は
パ
パ

と
マ
マ
の
宝
物
で
す
。
大
き
く
、

強
く
、
優
し
く
育
っ
て
下
さ
い
。

大お

お

塚つ

か

　
泰た

い

斗と

ち
ゃ
ん（
写
真
左
）

  

平
成
22
年
４
月
19
日 

生

大お

お

塚つ

か

　
惇あ

つ

貴き

ち
ゃ
ん（
写
真
右
）

  

平
成
24
年
12
月
９
日 

生
（
富
岡
地
区
）

マ
マ
か
ら
ひ
と
こ
と

　

い
つ
も
に
こ
に
こ
可
愛
い
我

が
家
の
宝
も
の
。
い
つ
ま
で
も

明
る
く
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る

優
し
い
子
で
い
て
ね
。
大
好
き

だ
よ
。

小こ

原は

ら

　
夢ゆ

め

乃の

ち
ゃ
ん（
写
真
右
）

  

平
成
20
年
８
月
29
日 

生

小こ

原は

ら

　
透と

う

真ま

ち
ゃ
ん（
写
真
左
）

  

平
成
23
年
2
月
22
日 

生
（
岩
瀬
地
区
）

　

平
成
26
年
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
の
一
環
と
し
て
、
火
災
予
防

運
動
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
小

学
４
年
生
（
平
成
25
年
度
）
か
ら
募

集
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
３
１
０
点
の
中
か
ら

１
次
・
２
次
審
査
を
経
て
、
50
点

が
市
長
賞
な
ど
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

上
位
入
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
市
長
賞
／
田た

ぐ
ち口

恵え

み

か
美
佳（
羽
黒

小
）、
安あ

だ
ち達
由ゆ

う
き樹（
雨
引
小
）、
神か

み
な
が永

千ち
ひ
ろ央
（
真
壁
小
）

■
教
育
長
賞
／
来く
る
す栖

春は
る
な菜（

南
飯
田

小
）、
仲な

か
た田

光こ
う
き毅（

羽
黒
小
）、
早は

や
せ瀬

愛あ

い

こ子（
雨
引
小
）、
枝え

だ
か
わ川 

優ゆ
う（
真
壁

小
）、
飯い

い
ず
み泉
龍り

ゅ
う
た
ろ
う

太
朗（
谷
貝
小
）

■
消
防
団
長
賞
／
仙せ
ん
ば波

千ち
な
つ夏（

岩
瀬

小
）、
福ふ

く
し
ま島

優ま
さ
き希（

坂
戸
小
）、
増ま

す
だ田

健け
ん
た
ろ
う

太
郎（
羽
黒
小
）、

田た
ぐ
ち口

綾あ
や
の乃（

大
国
小
）、

酒さ
か
よ
り寄

千ち
ひ
ろ尋（

紫
尾
小
）、

潮う
し
お
だ田
尋な

み
え愛（
樺
穂
小
）

■
消
防
署
長
賞
／

大お
お
こ
し越

海み
さ
き咲（

岩
瀬
小
）、

仲な
か
た田
妃き

き輝（
羽
黒
小
）、

古こ

や

た

谷
田
夢ゆ

い唯（
猿
田

小
）、
髙た

か
に
わ庭
翔か

け

る琉（
大

国
小
）、髙た

か
は
し橋

李も

み実（
紫

尾
小
）、高た

か
く久

桃も
も
か華（

樺

穂
小
）

大塚市長（写真中央）から市長賞を受賞した
（写真右から）神永千央さん、田口恵美佳さん、安達由樹さん

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル


